
 

平成 29 年度 発達障害に関する教職員等の理解啓発・専門性向上事業 

（発達障害の可能性のある児童生徒に対する教科指導法研究事業） 

成果報告書 

 

実施機関名（ 鳥取県教育委員会 ） 

 

1．テーマ 

発達障がいの可能性ある児童に対する、「国語科」及び「体育科」での効果的な支援 

～倉吉市と米子市の取組を中心として～ 

 

2．問題意識・提案背景 

鳥取県内における発達障がいの診断を受けている幼児児童生徒数はここ 5 年で倍増して

おり、通常の学級における特別支援教育の充実が求められている。そのような中、「LD等専

門員（巡回相談員のこと）」による巡回・依頼相談の実施や通級指導教室の設置の拡充、福

祉部局との連携等を進め、発達障がいの可能性のある児童生徒の早期発見、早期支援を目指

して取組を進めているが、気づきが遅れたり適切な指導・支援が十分でなかったために、二

次的な障がいを起こしているケースも少なくないと考えている。 

そのような状況から、鳥取県においては、学力向上及び不適応行動の減少を目指したい

と考え、平成 26年度から 28 年度まで「発達障害の可能性のある早期支援研究事業」、平成

26年度から 27年度まで「発達障害理解推進拠点事業」に取り組んできた。 

そこでは、読みのつまずきの早期発見と早期支援を充実させるために、「T 式ひらがな音

読支援」※1及び「多層指導モデル『MIM』」※2について県内 2市（鳥取市・倉吉市）にお

いて実践研究を行うとともに、県内 3 市町（鳥取市・米子市・湯梨浜町）において教職員

の発達障がいに関する理解啓発を進めてきた。 

しかしながら、小学校低学年における読み書きのつまずきに早期発見・早期支援するこ

との必要性や重要性の理解が進んできてはいるものの、地域間の取組の格差もあり、不適

応行動の出現率も低くない状況がある。また、授業中に姿勢が崩れてしまう、注意を持続

的に向けることができない、書くことに対する苦手意識を強く持つ、動きがぎこちない等、

教科学習の基盤となる部分に課題のある児童への支援の必要性も高い。また、児童生徒に

とって、授業が「分かる」「できる」「楽しい」と実感できることは非常に重要であり、実

態に応じた指導力向上、授業力向上は喫緊の課題である。 

そこで、本事業では、これまでの読み書きの困難に対する取組を基盤にしながら、「国語

科」「体育科」を取り上げ、発達障がいのある又は可能性のある児童生徒が教科学習におい

てつまずくポイントを分析し、効果的な教科指導及び支援の充実を目指し、教員の指導力



向上を図りたいと考える。 

※1:T式ひらがな音読支援：文字の読み書きに特異的な困難がある学習障がい（特異的

読み書き障がい）を音読確認により早期に発見し、二段階方式の指導を行い、症状

として固定する前に指導を行う方式。 

※2:多層指導モデル「MIM」：文部科学省科学研究費補助金で 3年間取り組まれた独立行

政法人特別支援教育総合研究所の研究成果に基づいて、特殊音節に焦点を当てて、

文字や語句を正しく読んだり書いたりできることを目指す指導教材。 

 

3．目的・目標 

○鳥取県として、言語能力の育成の基盤となる「国語科」、発達障がいの児童生徒の実態に

よく見られる感覚運動機能の課題へのアプローチとして「体育科」を選定し、倉吉市及

び米子市を指定して研究を進め、教科学習全般につながる基盤づくりを進めていく。そ

して、2地域の取組の成果について、県内への情報発信及び理解啓発を図る。 

○倉吉市においては、「国語科」で全小学校、「体育科」では 1 小学校を指定して研究を進

める。 

○米子市においては、小学校通級指導教室設置校を指定校とし、「国語科」の研究を進める。 

 

4．主な成果 

（1）倉吉市における国語科の取組の成果 

 ア．継続的な実態調査の実施 

  ・ひらがな指導の重要性が広がり、早期から実態調査に取り組むことができた。 

  ・毎月「MIM-PM」を実施し、児童の実態を的確に把握することができた。 

  ・「MIM-PM」の結果と毎日の授業の評価を照らし合わせながら指導を行うことがで

きるようになった。 

 イ．視覚的情報提供 

  ・文字指導、ひらがな表記のルール、語句の意味指導等児童に分かりやすく指導す

るための視覚情報を活用することが増えた。 

 ウ．フラッシュカードの活用 

  ・教材中に出てくる語句をフラッシュカードで繰り返し音読した。 

・スムーズな読みができるようになるだけでなく、聞き慣れることにより語句の理

解も深まった。 

 エ．多様な支援方法の工夫 

  ・板書をノートに写したり、ワークシートに記入したりする際、苦手な児童に対し

てヒントカードや、視写ができるメモを活用した。 

  ・視覚的ヒントや、文字を書きやすいマス目つきのワークシートを工夫した。 

 



（2）米子市における国語科の取組の成果 

ア．定期的な音読検査の実施 

  ・計画的に音読検査を実施することにより、音読に関する的確な実態把握を行うこ

とができた。 

  ・児童個々のつまずきを把握し個別指導につなぐことはもとより、伸びた様子を把

握し児童や家庭に知らせることで、学習意欲の向上を図ることができた。 

 イ．教材や単元の工夫 

  ・音読検査の結果を踏まえたタブレット型コンピューターでの支援により、個々の

実態に応じた音読支援を行うことができた。 

  ・フラッシュカードやアプリケーションなどを効果的に活用し継続して文字を見る

経験を通して、児童のひらがなに対する興味関心が向上し、読みの上達につなが

った。 

 ウ．ひらがなに親しむ場の工夫 

  ・授業中及び授業外において、児童がひらがなに親しむ場を多く持つことにより、

児童のひらがなに対する抵抗感が少なくなった。 

 エ．家庭との連携 

  ・音読カードを通した家庭との連携により、家庭での音読の習慣化、学校での取組

の理解などにつながり、家庭と連携した支援を行うことができた。 

 

（3）倉吉市における体育科の取組の成果 

 ア．体つくり・体育科への関心の広がり 

  ・モデル校 1校での研究の取組だったが、他校の 1年生担任も体育科の指導につい

て関心が高まり、夏季休業中には「体つくり」についての研修会を開催すること

ができた。 

 イ．児童の実態調査実施 

  ・初めて発達課題に即した実態調査を実施し、児童の運動実態を発達の面から見る

ことができた。 

 ウ．「体つくり運動」研修会実施 

  ・児童の体全体の発達を考慮した「体つくり運動」の研修会を開催することができ、

多くの参加者が「体つくり運動」について学ぶことができた。 

 エ．「体つくり運動」公開授業実施 

  ・中尾繁樹スーパーバイザーによる指導を受け、「児童の体・運動の発達」、「正し

い運動を行うための支援方法」等について学ぶことができた。 

     

 

 



5．取組内容 

① 教科の学習上のつまずきなど特定の困難を示す児童生徒に対する指導方法及び指導の

方向性の在り方の研究 

（1）倉吉市における国語科の取組 

1．教科名 

小学校国語科 

 

2．対象とした学校、学年 

  倉吉市内全小学校 13校 第 1学年 

 

3．対象とした児童生徒のつまずきの状況 

ひらがなが流暢に読めず、書かれている単語や文章の意味を把握することができ

ない。そのため、文字を読むことに対する苦手意識が膨らみ、国語科の学習はもと

より、他教科・生活全般への意欲の低下、自尊感情の低下が見られる。 

 

4．教科における学習上のつまずきを把握するための方策 

① 実態把握の時期及び実態把握の方法（実施者・方法） 

ア．入学直後の読字の実態調査の実施 

4月に学級担任が倉吉市作成の簡易な検査用紙 

による実態調査を実施した。 

イ．定期的な読字の実態調査の実施 

      6月～3月 毎月上旬 

      担任が MIM-PMによる実態調査を実施した。 

 

5．実施した指導内容 

① 学習上においてつまずいている内容 

 1学期：・ひらがなをスムーズに読むことができず、逐字読みの状態である。し

たがって、書かれている単語をイメージできず、文章を理解するこ

とがなかなかできない。 

     ・読めない状態が続くと、意欲の低下につながり、学習への取組態度、

集中力の低下につながる。 

 2学期：・逐字読みは徐々に解消されるが、書かれている文章の理解、事柄の理

解に大変時間がかかる。 

     ・他児と同じスピードで読めず、授業中の音読も難しい。 

     ・読字の苦手さは表記の苦手さにもつながる。 

② つまずいている背景・原因 

【倉吉市作成の検査用紙】 



ア．経験不足 

  ・文字への興味関心が薄く、読み聞かせ・読書の経験が少ない。 

  ・言語環境が貧しい。 

イ．視覚・聴覚的弁別・統合の弱さ 

ウ．記憶の弱さ 

エ．語彙不足 

③ ①に対し実施した指導方法（工夫した点（授業中、授業外）） 

ア．授業中 

（ア）1日 1～2文字ずつの丁寧な文字指導の実施 

 ・文字と視覚的マーク、動作、発音を併用した指導 

（イ）音読の方法や内容の工夫 

・教員の範読で聴覚刺激による言葉のまとまりを意識・理解する。また、大

まかな内容を理解することができる。 

・句読点で句切りながら音読することにより、言葉のまとまりを意識する。 

・時間を区切った音読練習により音読が苦手な児童に対する負担感を軽減す

る。 

・役割読み、場面読み等多様な音読を取り入れ、内容を理解し、想像を広げ

る。 

（ウ）語句の意味の正確なおさえ 

（エ）単語のフラッシュカードの活用 

 ・教材に取り上げられている単語をスムーズに読めるようにする。 

（オ）視写、聴写 

 ・重要語句、文章の板書の工夫 

 ・苦手な児童には手元にお手本を置く。 

    イ．授業外 

    （ア）「朝読書」の工夫 

     ・読みの苦手な児童への物語 

カードの提供を行う。 

     ・少人数による読み聞かせ。 

    （イ）「ドリルタイム」の活用 

・フラッシュカード・パワーポ

イント等を活用し、スムーズ

に単語を読む練習を行う。 

・多様なプリントを活用し、ひ

らがな表記や単語のまとまり

を読み取る学習をする。 
【倉吉市作成のプリント】 



（ウ）個別指導の時間の確保 

・校内で支援体制を組み、管理職、級外職員、特別支援教育担当者、通級に

よる指導担当教員等が給食準備中、昼休憩、放課後に個別指導を実施する。 

④ ③の結果（児童生徒の変容を含む） 

ア．国語科 

（ア）語彙が増え、文章理解が深まった。 

（イ）ひらがなのルールが定着することによって、読字・音読はもちろん、表記、

さらに作文への意欲も高まり、学習に意欲的に取り組むようになった。 

（ウ）文章の視写や作文が書けることから、自分の思いや考えを自信を持って発

表することができるようになった。 

（エ）音読だけでなく、調べ学習や読書にも意欲的になった。 

イ．MIM-PM（※3）の結果から 

月 倉吉市平均点 1stステージ段階 

（※4） 

2stステージ段階 

（※5） 

3stステージ段階 

（※6） 

6 9.8点 17.6％ 15％ 67.8％ 

12 23.7点 41.3％ 24.8％ 33.9％ 

（※3）MIM-PM（Multilayer Instruction Model-Progress Monitoring） 

学習が進んでいくに連れ，つまずきが顕在化する子供を，つまずく前

の段階で把握し，指導につなげていくためのアセスメント。 

（※4）1stステージ段階・・・通常の学級内での効果的な指導の段階。 

（※5）2stステージ段階・・・通常の学級内での補足的な指導の段階。 

（※6）3st ステージ段階・・・補足的、集中的、柔軟な形態による個に特化   

した指導の段階。 

⑤ 効果がある具体的な指導方法 

ア．国語科 

（ア）視覚的情報を併用した授業に 

努める。 

（イ）多様な音読を取り入れること

により、音読へのモチベーショ

ンを維持する。 

（ウ）苦手な児童も記入しやすいよ

う、挿絵、マス目、吹き出し、 

ヒントの言葉等を加えたワークシートの工夫をする。 

（エ）視覚的情報、動作化を取り入れ、分かりやすく説明する等、語句の意味

を確認する。 

（オ）教材の中から重要語、特殊音節を含む単語等をフラッシュカードにして

【動作化を取り入れた授業の様子】 



音読練習を行う。 

イ．授業外 

（ア）一人一人のニーズに応じた多様な学習プリントを準備し、「ドリルタイ

ム」等で活用する。 

（イ）ゲーム的な要素を取り入れ、継続した言葉の学習を実施する。 

（ウ）学級担任以外の職員等の協力を得て、個別指導を実施する。 

 

6．まとめ 

① 教科における学習上のつまずくポイント 

ア． ひらがなが流暢に読めないことにより、言葉、文章理解が困難である。 

イ． 授業中に他児と一緒に音読ができない。 

ウ． 重要な言葉、文章が見つけられない、分からない。 

エ． 表記できないことにより、板書を写したり、ノート、ワークシートへ記入

したりすることができない。 

オ． 自尊感情の低下、学習に対する意欲の低下。 

② つまずくポイントにおける効果がある指導方法・内容 

ア． 視覚情報の併用。 

イ． 流暢に読めるための、ひらがなの丁寧な指導。 

ウ． 語句の拡充。 

エ． 個のニーズに応じた学習用プリント（多様なプリント、表裏活用プリント

等）。 

オ． 継続的に使えるワークシート。 

カ． 座席の考慮。 

キ． 机間指導時の支援。 

ク． ヒントカード、視写が容易にできるような手本等。 

ケ． 注意を向けるような声かけ。 

③ 事前につまずかないようにするための指導の工夫・内容 

ア． 学習の流れが分かる計画表の提示。 

イ． 教材全体の内容が把握できるような範読、視覚情報の提示。 

ウ． 教員による事前の範読。 

エ． 翌日学習する部分の連絡、音読練習。 

④ 通常の学級の授業における有用な指導方策 

ア． ひらがなルールの視覚情報の提示・掲示。 

イ． 教材の内容理解が進む範読、視覚情報の提示。 

ウ． 座席の配慮とニーズに応じた机間指導。 

エ． 賞賛、励ましの言葉かけ。 



7．その他 

① 本事業のために教育委員会が実施した研修・指導主事の訪問等 

ア．研修会 

   5月：海津亜希子先生の講演会開催 

   4月、8月、12月、2月：研修会開催 

    ・倉吉市の「MIM-PM」の結果報告 

    ・ひらがな指導の演習 

    ・「読むこと」領域における授業実践紹介 

イ．各校へのスーパーバイザー訪問 

   4月：国語の授業、ひらがな指導、音読等について 

   8月：1学期の授業の振り返りと、2学期の授業について 

   7月～1月：市内 5校の児童支援と、具体的指導についての紹介 

② 本事業の月別の実施と主な実施内容 

実施時期 実施内容 

平成 29年 

4～5月 

4/17 第 1回研修会 事業概要説明 

4/24～各学校での国語授業、ひらがな指導等の説明（担任との話

合い） 

「ひらがなの読み」実態調査 

平成 29年 5月 5/1   県事業打合わせ 

   中尾繁樹教授の指導 

5/19  講演：海津亜希子先生 

「多層指導モデル MIM 学びを楽しみ、学びから自信を得

る」  

平成 29年 

6月～毎月 

「MIM-PM」の実施 

担任・保護者向け通信発行 

平成 29 年 7・12

月・平成 30 年 3

月 

実態調査後検討会 

 

平成 29年 7月～ 

平成 30年 2月 

児童支援モデル事業 

 各中学校区に 1校ずつのモデル校を決定し、児童支援を実施 

平成 29年 8月 研修会 報告：1学期の実態について 

    演習：具体的支援について 

相談訪問 各学校で1学期の授業の振り返りと2学期からの取組

についての話合い 

平成 29年 12月 研修会 報告：児童の変容と具体的支援 

    演習：具体的支援について 



平成 30年 2月 2/20   県事業の報告 

中尾繁樹教授の指導 

研修会「1年間のまとめ」「実践紹介」 

要支援児童への具体的支援調査（1年生） 

 

（2）米子市における国語科の取組 

1．教科名 

  小学校国語科 

 

2．対象とした学校、学年 

  米子市立小学校通級指導教室設置校 6校の第 1学年 

 

3．対象とした児童生徒のつまずきの状況 

入門期のひらがなの読みのつまずきのため学習意欲が低下している児童が見ら

れる。国語科のみならず他の学習においても、学びに対する抵抗感から将来的に不

適応状態になることが予想される児童がいる。 

 

4．教科における学習上のつまずきを把握するための方策 

① 実態把握の時期 

   ア．6月・・・「直音」音読検査 

イ．10～11月・・・「直音」「単音」音読検査 

ウ．1～2月・・・「単音」「短文」音読検査 

② 実態把握の方法 

スーパーバイザーと学級担任が、指定校の第 1学

年児童全員に T式ひらがな検査を実施した。 

 

5．実施した指導内容 

① 学習上においてつまずいている内容 

ひらがなが流暢に読めないために、一斉読みに参

加することができない、文章を読解することが難し

いなどの状況にある児童が見られる。そのため、 

学習中の姿勢が崩れるなど学習態勢が整わない児童がいる。 

② つまずいている背景・原因 

読むことが可能なひらがなの数が極端に少なく、ひらがなに対する興味・関心

が低い。 

ア．環境面 

【初読チェックの様子】 



    小さい頃から絵本や文字に継続的に触れる経験が少ない。 

   イ．発達面 

    多動等により、文字をじっくり見ることが難しい。 

③ ①に対し実施した指導方法（工夫した点（授業中、授業外）） 

ア．授業中 

（ア）ひらがな音読支援のアプリケーションを大型画面に映し出し、全員で練習

する。 

（イ）教材文で読むことが難しいひ

らがなを、フラッシュカード

を用いて練習する。 

（ウ）音読発表を取り入れた学習内

容や音読を中心にした単元学

習など、学習内容や単元構成

を工夫する。 

（エ）授業で使う教材文を教室に掲示する。 

   イ．授業外 

（ア）教室内に言葉遊びコーナーを設置する。 

・短い詩や数え歌、早口言葉、回文など。 

（イ）音読カードを工夫し、家庭と連携した支援を行う。 

（ウ）賞賛する機会を増やす。 

④ ③の結果（児童生徒の変容を含む） 

ア．ひらがなに抵抗感を示していた児童が自ら絵本を手にするようになった。 

イ．読むことに集中し、学習態勢が整った。 

⑤ 効果がある具体的な指導方法 

ア．教材の工夫やひらがなに親しむ場を教室内に設定することを通して、ひらが

なに触れる機会を増やし、継続して指導を行う。 

イ．家庭と連携した支援を行うことに、児童のがんばりを認め賞賛される機会を

増やす。 

 

6．まとめ 

① 教科における学習上のつまずくポイント 

ア．ひらがな学習の入門期において、それまでの生活経験の中でひらがなに触れ

る機会が乏しく興味や関心がない場合、ひらがなを読むことに負担感を感じた

り、「ひらがなを読んでみよう」という気持ちにならなかったりする。 

② つまずくポイントにおける効果がある指導方法・内容 

ア．ひらがなに対する抵抗感をなくす。ひらがなに慣れる。 

【アプリケーションの活用】 



（ア）授業内外で継続的かつ繰り返しひらがなに触れることをとおして、ひらが

なに親しむ。 

イ．ひらがなを読むことに対する意欲を喚起し、自信につなげる。 

（ア）学習中に児童が賞賛される機会を多く持つ。 

（イ）児童の伸びを具体的に保護者に伝え、家庭でも学校と同じ視点で児童のが

んばりが認められるよう保護者と連携する。 

③ 事前につまずかないようにするための指導の工夫・内容 

ア．ひらがなの読みが困難な児童に対する早期発見、早期支援が大切である。そ

のためには、できるだけ早い時期に実態把握を行う必要がある。 

⑤  通常の学級の授業における有用な指導方

策 

ア． 日常的にひらがなに慣れ親しむための 

教室環境の設定。 

イ． ひらがなの読みを継続的に繰り返し指導 

することができる教材の工夫。 

ウ． 家庭と連携したひらがなの読みの支援。 

 

7.その他 

① 本事業のために教育委員会が実施した研修・指導主事の訪問等 

ア．研修会 

 5月・8月 小枝達也氏（国立育成医療研究センター）講演会 

（各校への訪問） 

 5月 T式ひらがな音読支援実施説明会 

 8月 研究の進捗状況等の確認・助言 

    ※計画的にスーパーバイザーが指定校 6校を巡回し、指導・助言を行う。 

  ② 本事業の月別の実施と主な実施内容 

月 実施内容 

5月 ・T式ひらがな音読支援実施説明会（校長会） 

・T式ひらがな音読支援実施説明会（スーパーバイザーによる巡回説明） 

・小枝達也氏（国立育成医療研究センター）講演会 

6月 ・「直音」音読検査実施（第 1回） 

・音読確認 

・タブレット型コンピューターによる音読支援 

※スーパーバイザー巡回（2回） 

7～ 

8月 

・学校訪問（研究の進捗状況等の確認・助言等） 

・できる範囲でのタブレット支援（家庭の協力推進） 

【言葉遊びコーナーの様子】 



※スーパーバイザーによる巡回（2回） 

・小枝達也氏（国立育成医療研究センター）講演会 

9月 ・がんばりカードの提出 

※スーパーバイザーによる巡回（1回） 

10月 ・「直音」「単音」音読検査実施（第 2回） 

※スーパーバイザーによる授業参加 

11月 ・音読確認 

・タブレット型コンピューターによる音読支援 

※スーパーバイザーによる授業参加 

12月 ・アンケートの配布 

・がんばりカードの提出 

※スーパーバイザーによる授業参加 

1～ 

2月 

・「単音」「短文」音読検査実施（第 3回） 

 ※第 2回検査で要支援の児童のみ 

・音読確認 

・タブレット型コンピューターによる音読支援 

※スーパーバイザーによる授業参加 

3月 ・成果と課題のまとめ 

 

（3）倉吉市における体育科の取組 

1．教科名 

小学校体育科 

 

2．対象とした学校、学年 

  倉吉市立関金小学校 第 1学年 

 

3．対象とした児童生徒のつまずきの状況 

ア． 体幹のゆがみ。 

イ． 姿勢保持が難しい。 

ウ． 体力がない。 

エ． 粗大運動、微細運動共に不器用。 

 

4.教科における学習上のつまずきを把握するための方策 

① 実態把握の時期：9月～ 

② 実態把握の方法（実施者・方法） 

ア． 実施者 



担任、学習支援員 

イ．実施方法 

（ア）グッドイナフ人物画知能検査 

（イ）タンデム歩行（歩き方・バランス） 

（ウ）ラジオ体操（腕の交差） 

（エ）片足立ち（バランス） 

（オ）スキップ（協調・バランス） 

（カ）逆上がり（逆さ感覚） 

 

5．実施した指導内容 

① 学習上においてつまずいている内容 

ア．学習中姿勢が崩れたり、話をする人になかなか注目できない。 

イ．バランス感覚が十分に身についておらず、片足立ちが数秒しかできなかった

り、鉄棒でバランスを取る姿勢ができなかったりする児童がいる。 

ウ．腕を交差させる動きが不十分な児童が全体の 25％在籍していた。 

② つまずいている背景・原因 

ア．粗大運動、微細運動ともぎこちなさが見られる。 

イ．ボディイメージができておらず、自分の動きを正しく把握できない。 

ウ．日常生活において運動量が少なく、運動体験も限られている。 

エ．運動模倣、文字の視写に苦手さがある。 

③ ①に対し実施した指導方法（工夫した点（授業中、授業外）） 

ア．授業中 

（ア）「体つくり運動」の領域を中心に体の基本的な動きを身に付ける。 

（イ）多様な動きをつくる運動遊びを毎学期計画する。 

  ・体のバランスをとる運動遊び、体を移動する運動遊び等。 

  ・用具を操作する運動遊び（ボール、鉄棒、マット、縄跳び、リング等）。 

（ウ）一人で、二人で、グループで等、多様な隊形で運動する。 

（エ）BGMを流し、楽しく運動する。 

イ．授業外 

（ア）業間運動時間を利用し、 

バランス運動や鉄棒遊びに 

取り組む。 

（イ） 昼休憩、グラウンド等で運動 

遊びを行う。 

（ウ）授業の始めに座席でできる運動 

に取り組む。 

【倉吉市作成の実態把握シート】 

【ペア学習の様子】 



④ ③の結果（児童生徒の変容を含む） 

ア．授業中 

（ア）友だちと一緒に楽しく取り組むことにより、運動嫌いの児童も意欲的に運

動するようになってきた。 

（イ）担任のアドバイスや補助により、成功体験が増えた。 

（ウ）友だち同士教え合ったり、補助したりして運動に取り組む姿が増えた。 

（エ）多様な運動を体験することが、新たな運動に挑戦したり、工夫したりする

力につながった。 

（オ）手軽な運動が多いので、体育の時間だけでなく、休憩時間にも友だちと楽

しむ姿が見られるようになった。 

イ．授業外 

（ア）校内の職員や上級生と一緒に鉄棒に挑戦する児童が増えた。 

（イ）教室脇のワークスペースを利用し、バランス運動に取り組む児童が増えた。 

（ウ）運動量の少なかった児童も友達と一緒に体を動かす機会が増えた。 

⑤ 効果がある具体的な指導方法 

ア． 取り上げる運動が一目で分かる 

視覚情報の掲示。 

・鉄棒やマットでできる運動の絵や 

写真を掲示する。 

イ． 教員の模範演技や児童の工夫した 

動きの発表等、実技を見る機会を 

設定する。 

ウ．教員の適切なアドバイス。 

・児童の体や運動の発達に応じた適切な 

アドバイスを行う。 

・手や足を置く場所を表すラインや手形の表示。 

 

6.まとめ 

① 教科における学習上のつまずくポイント 

ア．粗大運動・微細運動の動きがぎこちない。 

イ．運動の経験不足から、すぐには様々な運動ができない。 

ウ．初めての運動には意欲的に取り組めない。 

② つまずくポイントにおける効果がある指導方法・内容 

ア．運動している姿の絵や写真の掲示。 

イ．模範演技や工夫した動きの発表等、実際の動きを見る機会の設定。 

ウ．適切な補助や補助具の使用。 

【視覚情報の掲示の例】 



    ・手のつき方、鉄棒の握り方、バランス棒の大きさ・置き方等 

エ．授業中の動画を見ながら、自分の動きを振り返る機会の設定。 

③ 事前につまずかないようにするための指導の工夫・内容 

ア．実態把握や日頃の観察から要支援児童の動きを予想し、グループ編成を考慮

する。 

イ．モデルとなる児童を見ながら運動したり、ペアを組んだりする。 

ウ．次の学習予定の運動をビデオで確認し、事前に運動のコツを伝える。 

④ 通常の学級の授業における有用な指導方策 

ア．頑張りカードや BGMを使い意欲を高める。 

イ．視覚情報の提示・掲示。 

・絵や写真・動画視聴。 

ウ．教員が体の仕組みや発達段階を知り、理にかなった運動やアドバイスをする。 

・窓ふき体操、ボールの移し替えリレー等動きを工夫して手の交差運動を身に

付ける等についてアドバイスを行う。 

エ．ペアになる児童、グループ編成の工夫。 

オ．児童自身の授業の振り返り。 

・ボディイメージを高め、自分の動きを確認する。 

 

7．その他 

① 本事業のために教育委員会が実施した研修・指導主事の訪問等 

ア．研修会 

  7月：中尾繁樹スーパーバイザーによる授業参観、指導・助言、講義 

  8月：体つくり研修会（倉吉市内小学校 1年生担任） 

  9月：先進地視察（松江市） 

  10月：授業検討会（関金小学校） 

  11月：公開授業（関金小学校） 

     中尾繁樹スーパーバイザーによる授業参観、指導・助言、講演会 

  2月：研修会 

② 本事業の月別の実施と主な実施内容 

実施時期 実施内容 

平成 29年 

4～5月 

4/17  第 1回研修会 事業概要説明 

 

平成 29年 

   5月 

5/1   県事業打合わせ 

   中尾繁樹教授の指導 

平成 29年 

7月 

児童の実態に基づいた運動 

7/18    中尾繁樹教授の指導・講演（関金小） 



平成 29 年

8月 

研修会 体つくりについて 

平成 29年 

9月 

9/11  先進地視察（松江市） 

9月中旬 関金小学校児童実態調査 

平成 29年 

11月 

11/27  関金小学校体育科公開授業 

中尾繁樹教授による指導・講演（関金小） 

平成 30 年

2月～3月 

2/20   県事業の報告 

中尾繁樹教授の指導 

研修会「1年間のまとめ」「実践紹介」 

要支援児童への具体的支援調査（1年生） 
 

 

6．今後の課題と対応 

（1）倉吉市における国語科の課題と対応 

ア．支援教材の共有化 

・分かりやすい授業、ニーズに応じた支援を行うため、担任が工夫していること

を市内で共有し、多様な支援方法を準備したい。 

イ．公開授業の実施 

ウ．校内支援体制の構築 

   ・継続的に個別指導の必要な児童への支援体制の検討。 

   ・多様な学習教材の準備・共有化。 

 

（2）米子市における国語科の課題と対応 

ア． ひらがな入門期の読みの困難さの早期発見・早期支援。 

イ． 個別支援を行う際の指導者と時間の確保。 

 

（3）倉吉市における体育科の課題と対応 

ア．倉吉市内全 13校での取組に拡大。 

イ．公開授業と研修会の実施。 

ウ．「体つくり運動」の年間指導計画作成。 

エ．実態把握・調査の方法。 

 

 

 

 

 

 



7．指定校について 

（小学校） 

【倉吉市】 

指定校名：倉吉市立西郷小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 38 2 36 2 50 2 55 2 44 2 46 2 

特別支援学級 1  2  1  1  0  3  

通級による指導 

（対象者数） 
0  1  1  0  0  1  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 16 1 0 5 1 1   26 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、病弱、難聴、 

自閉症・情緒障がい 

指定校名：倉吉市立河北小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 59 2 62 3 66 2 40 2 73 3 47 2 

特別支援学級 1  2  2  2  7  4  

通級による指導 

（対象者数） 
1  1  4  1  2  4  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 21 1 0 4 1 2   31 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、自閉症・情緒障がい 

※通級による指導の対象としている障がい種：自閉症、情緒障がい、学習障がい、ADHD 

指定校名：倉吉市立明倫小学校  

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年  

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数  

通常の学級 23 1 21 1 22 1 18 1 24 1 21 1  

特別支援学級 0  1  2  2  0  3   

通級による指導 

（対象者数） 
1  1  2  0  3  2   

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計  

教職員数 1 1 0 12 1 0 4 1 1   21  

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、病弱、自閉症・情緒障がい 

※通級による指導の対象としている障がい種：自閉症、学習障がい、ADHD 



 

指定校名：倉吉市立成徳小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 15 1 25 1 21 1 21 1 23 1 25 1 

特別支援学級 1  1  0  0  0  1  

通級による指導 

（対象者数） 
1  0  0  0  0  0  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 8 1 0 2 1 1   15 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、自閉症・情緒障がい 

指定校名：倉吉市立上灘小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 61 3 42 2 48 2 54 2 42 2 53 2 

特別支援学級 0  0  2  3  1  4  

通級による指導 

（対象者数） 
2  2  2  4  3  3  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 21 1 0 3 1 1   29 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、難聴、自閉症・情緒障がい 

※通級による指導の対象としている障がい種：言語障がい、自閉症 

指定校名：倉吉市立小鴨小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 61 3 59 2 72 3 77 3 79 3 54 2 

特別支援学級 3  1  7  4  3  5  

通級による指導 

（対象者数） 
1  1  2  4  4  2  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 24 1 0 5 1 2   35 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、肢体不自由病弱 

自閉症・情緒障がい 

※通級による指導の対象としている障がい種：言語障がい、自閉症、学習障がい 

 

 



指定校名：倉吉市立上小鴨小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 9 1 10 1 11 1 14 1 22 1 15 1 

特別支援学級 0  1  0  1  1  1  

通級による指導 

（対象者数） 
1  0  0  0  0  0  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 8 1 0 3 1 1   16 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、自閉症・情緒障がい 

 

指定校名：倉吉市立北谷小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 8 1 9 1 7 1 12 1 7 1 8 1 

特別支援学級 0  0  0  0  0  2  

通級による指導 

（対象者数） 
1  0  0  0  0  0  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 7 1 0 2 1 0   13 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、自閉症・情緒障がい 

 

指定校名：倉吉市立高城小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 11 1 11 1 17 1 17 1 12 1 13 1 

特別支援学級 1  1  1  0  0  0  

通級による指導 

（対象者数） 
0  0  0  0  0  0  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 10 1 0 2 1 1   17 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、自閉症・情緒障がい 

 

 

 

 



指定校名：倉吉市立社小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 44 2 53 2 49 2 43 2 42 2 46 2 

特別支援学級 1  1  2  1  1  3  

通級による指導 

（対象者数） 
2  3  3  1  1  1  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 16 1 0 5 1 1   26 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、自閉症・情緒障がい 

 

指定校名：倉吉市立灘手小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 5 1 8 1 5 1 6 1 5 1 8 1 

特別支援学級 1  0  0  0  0  0  

通級による指導 

（対象者数） 
0  0  0  0  0  0  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 6 1 0 3 1 0   13 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい 

 

指定校名：倉吉市立上北条小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 26 1 18 1 23 1 25 1 24 1 16 1 

特別支援学級 1  1  3  2  0  2  

通級による指導 

（対象者数） 
0  2  2  0  0  1  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 11 1 0 4 1 1   20 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、肢体不自由、病弱 

自閉症・情緒障がい 

 

 

 



指定校名：倉吉市立関金小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 20 1 26 1 23 1 17 1 22 1 26 1 

特別支援学級 0  0  2  1  2  2  

通級による指導 

（対象者数） 
0  0  0  0  0  0  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 8 1 0 4 1 1   17 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、自閉症・情緒障がい 

 

 

【米子市】 

指定校名：米子市立明道小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 55 2 50 2 57 2 53 2 59 2 44 2 

特別支援学級 0  1  0  0  1  0  

通級による指導 

（対象者数） 
0  1  0  4  1  3  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 16 1 0 1 1 1 0 3 25 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、自閉症・情緒障がい 

※通級による指導の対象としている障がい種：自閉症、情緒障がい、ADHD 

 

指定校名：米子市立啓成小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 52 2 44 2 46 2 51 2 36 2 44 2 

特別支援学級 0  4  2  1  2  2  

通級による指導 

（対象者数） 
0  1  1  2  2  3  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 19 1 0 4 1 1 0 3 31 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、自閉症・情緒障がい 

※通級による指導の対象としている障がい種：言語障がい、自閉症、学習障がい、ADHD 



 

指定校名：米子市立就将小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 60 2 57 2 55 2 54 2 65 2 44 2 

特別支援学級 4  0  2  4  1  4  

通級による指導 

（対象者数） 
0  2  1  3  1  2  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 18 1 1 5 1 1 0 3 32 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、病弱、自閉症・情緒障がい 

※通級による指導の対象としている障がい種：自閉症、情緒障がい、学習障がい、ADHD 

 

指定校名：米子市立車尾小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 84 3 85 3 81 3 69 2 89 3 87 3 

特別支援学級 1  1  2  2  3  2  

通級による指導 

（対象者数） 
0  0  1  1  2  3  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 28 1 0 5 2 1 0 3 42 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、病弱、自閉症・情緒障がい 

※通級による指導の対象としている障がい種：自閉症、学習障がい、ADHD 

 

指定校名：米子市立弓ヶ浜小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 66 3 76 3 71 2 96 3 57 2 95 3 

特別支援学級 4  3  2  1  0  2  

通級による指導 

（対象者数） 
0  0  2  6  4  1  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 24 1 0 5 1 2 0 3 38 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、自閉症・情緒障がい 

※通級による指導の対象としている障がい種：自閉症、情緒障がい、学習障がい、ADHD 



 

指定校名：米子市立住吉小学校 

 第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年 

 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 113 4 105 4 109 4 112 4 90 3 99 3 

特別支援学級 0  4  4  7  3  3  

通級による指導 

（対象者数） 
1  0  1  6  0  2  

 校長 副校長 

・教頭 

主幹教諭 

指導教諭 

教諭 養護教諭 栄養教諭 講師 事務職員 特別支

援教育

支援員 

スクール

カウンセ

ラー 

その他 計 

教職員数 1 1 0 33 2 0 6 1 1 0 4 49 

※特別支援学級の対象としている障がい種：知的障がい、自閉症・情緒障がい 

 

8．問い合わせ先 

組織名：鳥取県教育委員会事務局 

（1）担当部署 特別支援教育課 

（2）所在地 鳥取県鳥取市東町 1丁目 271番地 

（3）電話番号 0857－26－7598 

（4）FAX番号 0857－26－8101 

（5）メールアドレス tokubetusienkyoiku@pref.tottori.lg.jp 

 


